
令和５年度 港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会 総会 

次  第 

日時 令和５年６月１日（木） 

13 時 00 分 開場 

13 時 30 分 開始 

場所 港北公会堂 講堂 

１ あいさつ 

港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会 会長 関 治美 

２ 議 題 

（１）令和４年度事業報告について

（２）令和４年度歳入歳出決算について

（３）令和４年度会計監査報告について

（４）役員の一部改選について

（５）令和５年度事業計画（案）について

（６）令和５年度歳入歳出予算（案）について

３ 情報提供 

（１）関東大震災発災から 100 年を契機とした地域防災への取組について【総務課】

（２）令和５年度地域防災拠点訓練について【総務課】

（３）地域防災活動奨励助成金の申請等について【総務課】

（４）横浜防災ライセンス資機材取扱講習会の区独自実施に向けた会場募集について

【総務課】 

（５）港北区防災講演会の開催について【総務課】

～ 休 憩 ～

（６）ハマッコトイレの地域要望（治具配布・動画公開）への対応について

【環境創造局管路保全課】

（７）アンケート結果を踏まえた資機材見直しの方向性について【総務課※】

（８）地域防災拠点における備蓄品の更新及び有効活用等について【総務課※】

（９）令和５年度地域防災拠点運営研修のご案内について【総務課※】

 （※説明：総務局地域防災課） 

（10）災害時のペット対策・井戸について【生活衛生課】

（11）地域防災拠点における医療機関開設情報の取扱いにつて【福祉保健課】

（12）災害時の飲料水の確保 訓練・体験メニューについて【水道局菊名水道事務所】

（13）地域防災拠点の無線通信について【アマチュア無線非常通信協力会】

（14）災害ボランティア連絡会について【災害ボランティア連絡会】

（15）災害用コミュケーションボード等の再配布について【横浜市社会福祉協議会】

４ 質疑応答 

５ おわりに 

港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会 顧問 （港北区長）  漆原 順一 
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 令和５年６月１日（木） 

港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会 
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議 題 １ 
令和４年度事業報告書

事業内容 期日・場所等 

１ 会議の開催 

(1) 港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会 総会の開催

（役員の改選、令和３年度事業報告及び決算、令和４年度事業計画

書及び予算の議決、その他情報提供）

(2) 港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会 連絡会の開催

（各地域防災拠点運営訓練の事例共有等）

２ 運営委員会の防災体制の整備及び強化 

(1) 地域防災活動奨励助成金の交付

(120,000円×29拠点、訓練経費･資機材の購入及び点検費用等

に活用）

(2) 各地域防災拠点運営訓練の実施（全拠点）

（避難者の受け入れ、情報受伝達及び資機材取扱等を訓練）

（3） アマチュア無線非常通信協力会港北支部による情報受伝達訓練

（各地域防災拠点及び区本部との通信実施）

３ 防災備蓄庫資機材の点検（全拠点） 

エンジンカッター、発電機及び移動式炊飯機の点検

４ 備品等の購入 

訓練用段ボール間仕切り及び床面板（５セット） 

簡易組立ベッド等（13床） 

令和４年５月26日（木） 

港北公会堂 

令和４年12月20日(金) 

書面開催 

29拠点交付 

通  年 

通  年 

（区役所が実施） 

令和４年10月 

令和５年３月 



議 題 ２

＜内訳＞

１　歳入の部 単位：円

項　　目 予算額① 決算額② 差引①－② 説　　明

横浜市地域防災活動奨励助成金 3,480,000 3,480,000 0 12万円×29拠点

日本赤十字港北地区委員会事業助成金 500,000 500,000 0
繰越金 57,675 57,675 0 前年度からの繰越金

収入合計 4,037,675 4,037,675 0

２　歳出の部 単位：円

項　　目 予算額① 決算額② 差引①－② 説　　明

横浜市地域防災活動奨励助成金 3,480,000 3,480,000 0
全29拠点に12万円ずつ配
付

防災資機材点検費 400,000 0 400,000 区役所が実施

防災資機材購入費等 100,000 466,290 △ 366,290
訓練用段ボール間仕切り、
簡易組立ベッド等の購入

事務費 57,675 24,640 33,035 助成金等の振込手数料

支出合計 4,037,675 3,970,930 66,745

歳入総額 4,037,675 円

歳出総額 3,970,930 円

差引残高 66,745 円

令和４年度

歳入・歳出 決算書

※残高は繰越金として令和５年度予算に計上します



01231312
楕円

01231312
楕円



 議 題 ４ 
役員の改選（案） 

【現   行】 

役   職 氏   名(敬称略) 

会 長 関 治美 

副 会 長 川島 武俊 

副 会 長 小島 清 

【改 選 後】 

役   職 氏   名 

会  長 

副 会 長 

副 会 長 



議 題 ５ 

令和５年度事業計画書（案） 

事業内容 期日・場所等 

１ 会議の開催 

(1) 港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会 総会の開催

（令和４年度事業報告及び決算、役員の一部改選、令和５年度事

業計画書及び令予算の議決） 

(2) 港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会 連絡会の開催

（各地域防災拠点運営訓練の事例発表等）

２ 運営委員会の防災体制の整備及び強化 

(1) 地域防災活動奨励助成金の交付

(120,000円×29拠点、訓練経費･資機材の点検費用等に活用)

(2) 各地域防災拠点運営訓練の実施

（情報受伝達、資機材取扱い等を訓練）

（3） アマチュア無線非常通信協力会港北支部による情報受伝達訓練

（各地域防災拠点29拠点及び区本部との通信実施）

３ 防災備蓄庫資機材の点検 

発電機、移動式炊飯機の点検 

４ 資機材等の購入 

令和５年６月１日（木） 

港北公会堂 

令和５年12月（予定） 

港北公会堂 

29拠点交付 

通  年 

通  年 

令和６年 

１～２月（予定） 

通年 



議 題 ６

＜内訳＞

１　歳入の部 単位：円

項　　目 本年度予算額① 前年度予算額② 差引①－② 説　　明

横浜市地域防災活動奨励助成金 3,480,000 3,480,000 0 12万円×29拠点

日本赤十字港北地区委員会事業助成金 500,000 500,000 0

繰越金 66,745 57,675 9,070 前年度からの繰越金

収入合計 4,046,745 4,037,675 9,070

２　歳出の部 単位：円

項　　目 本年度予算額① 前年度予算額② 差引①－② 説　　明

横浜市地域防災活動奨励助成金 3,480,000 3,480,000 0
全29拠点に12万円ずつ
配付

防災資機材点検費 400,000 400,000 0
備蓄資機材点検の委託
費

防災資機材購入費等 100,000 100,000 0 備蓄用資機材の購入等

日本赤十字港北地区委員会事業助成金返還金 9,150 0 9,150 前年度分の返還金

事務費 57,595 57,675 △ 80
振込手数料及び事務用
品の購入等

支出合計 4,046,745 4,037,675 9,070

歳入総額 4,046,745 円

歳出総額 4,046,745 円

差引残高 0 円

令和５年度
 歳入・歳出予算書（案)



港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会 会則

 （目的及び設置） 

第１条  港北区内の地域防災拠点運営委員会（以下「運営委員会」という。）相互の緊密な 

連絡及び連携を図ることによって、港北区内の防災力の向上に寄与することを目的とし、 

港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会（以下「協議会」という。）を置く。 

 （所轄事務） 

第２条 協議会は、次の各号に掲げる事項について協議するものとする。 

（１）港北区内の防災対策に関すること。

（２）運営委員会の運営助成に関すること。

（３）防災に係る研修及び訓練等の支援に関すること。

（４）協議会の予算及び決算に関すること。

 （組織及び役員） 

第３条 協議会は、運営委員会委員長又は委員長の指名する者、顧問及び参与をもって組織する。 

２ 顧問は、次の者をもって充てる。 

（１）区長

（２）消防団長

（３）消防署長

３ 参与は，次の者をもって充てる。 

（１）地区連合会長

（２）港北消防団の団長が指名する消防団の団員

（３）地域防災拠点として指定された学校の校長

（４）福祉避難所となり得る施設の長

（５）消防署長が指名する消防署の職員

（６）区長が指名する区の職員

（７）その他会長が必要と認める者

４ 協議会に、次の役員を置く。 

（１）会長 １名 

（２）副会長 ２名 

（３）監事 ２名 

５ 役員は、構成員の互選によって定める。 

６ 役員の任期は２年とし、再任を妨げない。 

７ 役員に欠員が生じた場合、補充再任する。その場合の補充役員の任期は前任者の残任 

 期間とする。 



（役員の任務） 

第４条 会長は、協議会を代表し、会議を統括する。 

２ 副会長は、議会を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。 

３ 監事は、会計を監査する。 

 （会議） 

第５条 協議会の会議は、必要の都度開催するものとする。 

２ 協議会の会議は、会長が招集する。 

 （経費） 

第６条 協議会の経費は、横浜市からの助成金、その他の収入をもって充てる。 

 （会計年度） 

第７条 協議会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わるものとする。 

 （事務局） 

第８条 協議会の事務局は、港北区役所総務部総務課（港北区大豆戸町26-１）に置く。 

 （委任） 

第９条 この会則に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定 

 める。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この会則は、平成８年６月５日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 第７条の規定にかかわらず、協議会の設立初年度の会計年度は、この会則の施行の日 

から平成９年３月３１日までとする。 

 附 則（平成９年３月１７日議決） 

この会則は，構成員の議決のあった日から施行する。 

 附 則（平成１１年６月７日議決） 

この会則は，構成員の議決のあった日から施行する。 

附 則（令和４年５月26日議決） 

この会則は，構成員の議決のあった日から施行する。 





35,000
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令和５年度 地域防災拠点訓練について 

 

１ 令和５年度の訓練実施について 

  新型コロナウイルス感染症の５類感染症へ変更となり、コロナ禍で得た教訓を活かしなが

ら、社会活動が活発化していくことが見込まれています。 

  各地域防災拠点運営委員会におかれましても、いつ起こってもおかしくない大地震に着実

に備えていくため、発災時を想定したより有意義な訓練の実施に向けて、ご調整をお願いい

たします。 

   

２  訓練内容について 

  円滑な開設・運営を確保するため、次の訓練内容の実施をご検討ください。 

 内容 訓練例 

必ず実施し

ていただき

たい内容 

運営委員の顔合わせ、役割確認 各委員の所属班と具体的な役割確

認 

拠点内の動線確認 入口から避難スペースまでの経路

や鍵の開錠方法の確認 

防災備蓄庫の整理整頓 期限切れ備蓄食料の確認や、収納方

法の見直し 

情報受伝達訓練、避難者情報入力 無線による区本部との通信及び避

難者情報の PC 入力（原則市職員対

応） 

実施を推奨

する内容 

※１ 

避難者受入訓練 受付設置、避難者カード記入、避難

者カード集計、避難エリア分け 

避難生活訓練 仮設トイレ設置、応急給水、応急炊

飯、夜間照明、宿泊 

救助資機材取扱訓練 発電機、投光器等の取扱 

環境改善資機材取扱訓練 段ボールベッド、着替用テント、パ

ーテーションの設営 

要援護者受入訓練 福祉避難所との情報伝達や避難者

の移送 

ペット同行避難受入訓練 ペット一時飼育スペースの設営 

自治会町内会との連携訓練 自治会町内会との情報伝達※２ 

  ※１各運営委員会の事情により、実施内容を決定してください。 

  ※２令和４年９月に「地域防災拠点開設・運営マニュアル」が改定され、地域防災拠点と

町の防災組織の間での使用が想定された報告様式が例示されました。 

 

 

拠点連絡協議会総会資料（２） 

令 和 ５ 年 ６ 月 １ 日 

総 務 課 



 

３ 防災備蓄庫の整理整頓の推進について 

  備蓄資機材の増加による備蓄庫の狭隘化により、各拠点運営委員会の皆さまにはご負担を

おかけしております。 

  しかしながら、直近での建替や増築の対応は難しいことから、今一度防災備蓄庫内の整理

整頓の推進及び備蓄食料等の期限確認をお願いいたします。 

 

４  新型コロナウイルス感染症の５類感染症へ変更に伴う避難所における感染対策等

について 

  内閣府が発出した通知を踏まえ、横浜市危機管理室から次のとおり見解が示されていま

す。 

 

避難所等は災害時には一定期間、多くの方が集団生活をする場合があり、避難所等におけ

る感染対策は今後も必要となるため、可能な限り、次のとおり対応をお願いします。 

 

【今後の避難所等での感染対策】 

● 全ての避難所等での共通事項 

・マスク着用及び手指衛生の推奨 

・避難所等の定期的な換気及び清掃等の衛生管理 

● 各避難所等の判断による追加事項（感染症（疑い含む）の感染状況により判断） 

・受付時における避難者の体調確認（検温及び聞取り等）及び有症状者との動線分け 

・避難者同士の距離の確保及び生活スペースの隔離（部屋分けや仕切りでの区切り等） 

● その他、各地域防災拠点運営委員会の委員長等が必要と認めたこと。 

 

【感染対策用備蓄品】 

マスクや消毒液など必要な物品は今後も継続して備蓄していただく予定としています。継

続備蓄物品の更新や継続備蓄対象外の物品の回収などは、別途お知らせしていきます。 

 

【各種マニュアルの改正】 

コロナを契機に作成した「新型コロナウイルス感染症を踏まえた地域防災拠点の開設・運

営のポイント」については、今後、基本の運営マニュアル（「地域防災拠点」開設・運営マニ

ュアル）に統合する予定です（改正後は別途通知します。）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

５ 段ボール間仕切り等を活用した訓練について 

  港北区役所では、避難所での感染症対策やプライバシーの確保を目的として、区内企業 

と災害時に段ボール製品を調達する協定を締結し、発災時に希望する拠点に段ボール製間 

仕切り等を直接配送する予定です。 

各拠点において段ボール製間仕切り等の設営訓練を希望する場合は、担当までお申し込 

みください。 

 

（１）配布セット数 

最大３セット 

（２）申込方法 

  別添「段ボール製間仕切り等 申込書」を 

郵送、FAX、電子メールのいずれかで担当まで 

提出してください。 

（３）費用負担 

  連絡協議会の予算で負担します。 

（各拠点運営委員会の負担なし） 

（４）その他 

申込多数となった場合、予算の都合上等の理由により、お受けできない場合がありま 

すので、あらかじめご了承ください。 

 

 

 

（担当） 

港北区地域防災拠点運営委員会       

連絡協議会事務局（港北区総務課防災担当） 

大工
お お く

保
ぼ

、新井田
に い だ

、亀本
かめもと

、渡部
わたなべ

        

TEL 045-540-2206 FAX 045-540-2209     

MAIL ko-bousai@city.yokohama.jp        

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

段ボール製間仕切り 



段ボール製間仕切り等　申込書

令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　小　・　中　　学校

令和　年　月　日（　）　　時　分～　時　分　

搬入希望日時 令和　年　月　日（　）　　時　分～　時　分　

担当者氏名（連絡先） （連絡先　　　　　　　　　）

その他
（ご要望等）

セット

申込日

拠点名

訓練実施日時

希望セット数
（最大３セット）

搬入場所 防災備蓄庫内　・その他（　　　　　　　　）

提出先：（郵 送 ）〒222-0032 港北区大豆戸町26－１

（F A X ）045-540-2209

（メール）ko-bousai@city.yokohama.jp

担 当：港北区総務課防災担当 新井田、渡部

TEL 045-540-2206



地域防災活動奨励助成金の申請等について 

 

令和５年度 提出書類 

 

 

 

提出書類１ 令和５年度 地域防災活動奨励助成金交付申請書  

提出書類２ 令和５年度 地域防災活動事業計画書 

提出書類３ 令和５年度 地域防災拠点運営委員会事業予算書 

提出書類４ 令和５年度 地域防災拠点運営委員会訓練予定表  

※提出書類３の事業予算書については、運営委員会の活動にかかるすべての予算・収入を 

記載してください。 

 

【手続きの流れ】 

① 各委員会が、連絡協議会事務局（港北区総務課）に上記の書類を提出 

② 事務局が提出書類を審査し、助成金の交付決定通知書及び請求書を各委員会

に送付 

③ 各委員会が、請求書を事務局（港北区総務課）に提出 

④ 事務局が、各委員会に助成金の支払い 

書類は令和５年６月 30 日（金）までに提出してください。 

拠点連絡協議会総会資料（３） 

令 和 ５ 年 ６ 月 １ 日 

総 務 課 

（担当） 

港北区総務課防災担当 

新井田
に い だ

、渡部
わたなべ

 

TEL 045-540-2206 FAX 045-540-2209 

MAIL ko-bousai@city.yokohama.jp 



提出書類１ 

  年   月   日  

 

 

港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会  

会長   

 

        （申請者）     学校地域防災拠点運営委員会      

               委員長              

 

        

  令和５年度 港北区地域防災活動奨励助成金交付申請書 

 

 災 害 時 の 地 域 防 災 拠 点 の 運 営 を 円 滑 に 行 う た め 、 標 記 助 成 金 の 交 付 を 受 け た

いので、次のとおり申請します。  

 な お 、 助 成 金 の 交 付 を 受 け る に あ た っ て は 、 横 浜 市 補 助 金 等 の 交 付 に 関 す る

規則（平成 17年 11月 30日横浜市規則第 139号）及び横浜市地域防災活動奨励助成

金交付要綱を遵守します。  

 

    交付申請金額   ￥  １２０，０００－．  

 

 

  ［添付書類］  

   １  事業計画書 

   ２  事業予算書  

   ３  訓練予定票  

 

 



提 出書類２  

 

 

令和５年度  港北区地域防災活動事業計画書 

 

              学校地域防災拠点運営委員会 

 

事 業 名 ・ 内 容                   
期  日 

期  間 

参  加 

人  数 

運 

営 

に 

係 

わ 

る 

事 

業 

   

管 

理 

に 

係 

わ 

る 

事 

業 

   

 

 

 



提 出書類２  

 

【記載例】 

                                

令和５年度  港北区地域防災活動事業計画書 

 

     ○○○ 小学校地域防災拠点運営委員会 

 事 業 名 ・ 内 容                   
期 日 

期 間 

参 加 

人 数 

運 

営 

に 

係 

わ 

る 

事 

業 

・地域防災拠点訓練打合せ 

 

・資機材取扱訓練 

 

・地域防災拠点訓練 

 

・地域防災拠点訓練反省会 

 

７月20日 

 

８月10日 

 

９月５日 

 

10月８日 

３０人 

 

５０人 

 

７００人 

 

２０人 

管 

理 

に 

係 

わ 

る 

事 

業 

・防災備蓄庫点検 

 

・資機材点検 

 

２月25日 

 

６月９日 

１７人 

 

１２人 

 



提出書類３ 

 

令和５年度 港北区地域防災拠点運営委員会事業予算書 

          学校地域防災拠点運営委員会 

 

１ 収入の部 

 

単位：円   

項 目       予 算 額       前年度予算額        増 △ 減      説 明       

横浜市助成金 120,000 120,000 ０  

     

収 入 合 計 額     

 

 

２ 支出の部 

 

単位：円   

項 目       予 算 額       前年度予算額        増 △ 減      説 明       

     

支出合計           

 



提出書類３ 

 

 

【記載例】 

 

令和５年度  港北区地域防災拠点運営委員会連絡協議会事業予算書 

  ○○○ 中 学校地域防災拠点運営委員会 

１ 収入の部 

単位：円   

項 目       予 算 額       前年度予算額 増 △ 減      説 明       

横浜市助成金 120,000 120,000 ０  

～連合町内会 

からの補助 

 

前年度繰入金 

〇〇〇,〇〇〇 

 

〇〇〇,〇〇〇 

〇〇〇,〇〇〇 

 

〇〇〇,〇〇〇 

  

収 入 合 計 額  〇〇〇,〇〇〇 〇〇〇,〇〇〇   

 

 

２ 支出の部 

 

単位：円   

項 目       予 算 額       前年度予算額 増 △ 減      説 明       

防災備蓄庫点検整備費 

 

打合せ事務費 

 

備品購入費 

 

〇〇〇 

50,000 

 

20,000 

 

50,000 

 

〇〇〇,〇〇〇 

50,000 

 

20,000 

 

50,000 

 

〇〇〇,〇〇〇 

0 

 

0 

 

0 

 

〇〇,〇〇〇 

電池交換、修繕費 

 

はがき代 

 

机の購入 

 

〇〇〇 

支出合計       〇〇〇,〇〇〇 〇〇〇,〇〇〇   

 

※地域防災拠点の活動にかかる予算、収入

は全て計上してください。 



提出書類４ 

 

令和５年度 地域防災拠点運営委員会 訓練予定表 

 

地域防災拠点名 学校地域防災拠点 

訓練予定日時 

年   月   日 

時から 

訓練内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



提出書類４ 

【記載例】 

令和５年度 地域防災拠点運営委員会 訓練予定表 

 

地域防災拠点名 ○○〇小 学校地域防災拠点 

訓練予定日時 

令和５年 11 月○○日 

９時から 

訓練内容 

 

・○○○○の訓練 

・アマチュア無線訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現時点で行う予定の訓練内容を

記載してください。 
※記載した内容を必ず行わなけ

ればならないわけではありませ

ん。 



 

横浜防災ライセンス資機材取扱講習会の区独自実施に向けた会場募集について

（依頼） 

 

１ 趣旨 

  横浜市では、地域防災拠点に設置された防災備蓄庫に備蓄されている資機材の取扱講習会

（「横浜防災ライセンス資機材取扱講習会」）を実施し、拠点の開設・運営を担う中核的人材

として、資機材取扱リーダーを養成しています。 

  しかし、市が行う講習会が近年港北区内で行われていないことや、参加人数に限りがある

ことから、区内の拠点運営委員の皆さまの受講機会を確保するため、同講習会を区内の地域

防災拠点を会場として区独自に実施する予定です。 

  つきましては、実施場所と資機材のご提供のご協力をいただける地域防災拠点を募集いた

します。 

 

２ 募集する地域防災拠点数 

  ２拠点 

 

３ 講習会の実施内容 

（１） 実施予定回数及び時期 

  令和５年度に２拠点で各１回実施予定（９月、１月） 

 

（２） 講習内容 

避難生活や救助活動に必要な資機材が取り扱えるリーダー養成 

・生活資機材取扱講習会：仮設トイレ、移動式炊飯器及び応急給水など 

・救助資機材取扱講習会：発電機、エンジンカッター及びレスキュージャッキなど 

 

（３） 参加人数（定員制） 

  次のとおり募集を予定しています。 

   ・各地域防災拠点から、２名まで参加いただけます。 

・会場をご提供いただける地域防災拠点から、10 名まで参加いただけます。 

 （参加人数の集中を防ぐため、当該会場の講習会のみの参加に限ります） 

－例－ 

ア ９月開催の講習会に２名参加→１月開催の講習会は参加不可 

イ ９月開催の講習会に１名参加→１月開催の講習会に１名参加可能 

 

４ 募集期限及び方法 

 ご協力いただける地域防災拠点の方は、令和５年６月 30 日（金）までに、防災担当に 

別紙を FAX またはスキャンデータをメール（ko-bousai@city.yokohama.jp 宛）で送付し 

てください。 

 

 

拠点連絡協議会総会資料（４） 

令 和 ５ 年 ６ 月 １ 日 

総 務 課 



５ その他 

・２拠点以上の申込みがあった場合は、それぞれの地域防災拠点のエリアを考慮しつつ、 

実施拠点を決定します。 

・講習会の指導員や関係機関のスケジュールにより日時の調整をします。 

・実施拠点の決定後、学校や関係機関との日程調整については防災担当が行います。 

 

 

 

 
（担当） 

港北区総務課防災担当 

新井田
に い だ

、渡部
わたなべ

 

TEL 045-540-2206 FAX 045-540-2209 

MAIL ko-bousai@city.yokohama.jp 



 

横浜防災ライセンス資機材取扱講習会会場の選定に関する調査票 

 

       学校地域防災拠点運営委員会 

委員長             

 

◆開催時期（予定） 令和５年９月    令和６年１月 

◆備考  

 

※備考欄は、開催希望日や要望等がございましたらご記入をお願いいたします。 

 

ご協力ありがとうございます。 

 

（担当） 

港北区総務課防災担当 

新井田
に い だ

、渡部
わたなべ

 

TEL 045-540-2206 FAX 045-540-2209 

MAIL ko-bousai@city.yokohama.jp 



令和５年度 港北区防災講演会の開催について 

 港北区では、区民の皆さまの防災意識の醸成し、災害への備えを進めていただくため、毎年度「港北

区防災講演会」を開催しています。 

今年度は、港北区医師会副会長（たるまちクリニック院長）の片山時孝先生をお招きし、「災害

時の医療の特殊性」をテーマにご講演いただきます。 

 地域防災拠点の運営に携わる皆さまにおかれましては、災害時の拠点の運営及び訓練内容に活

かすことができる内容となっておりますので、ふるってご参加くださいますようお願いいたしま

す。 

１ 実施概要 

日 時：令和５年７月 14 日（金）14 時から 15 時 30 分まで（13 時 30 分開場） 

会 場：港北公会堂 講堂 

定 員：300 人（座席自由、車いす席３席あり）  

参加費用：無料 

申込方法：オンライン申請 又は 別添「参加申込書（地域防災拠点運営委員会用）」のご提出 

（オンライン申請フォームはこちら）

https://shinsei.city.yokohama.lg.jp/cu/141003/ea/residents/ 

procedures/apply/5d7b4aea-ddf9-4ec4-a734-4e5857ee49b3/start 

２ 講師・講演内容 

（１）講師

片山 時孝 先生（港北区医師会副会長、たるまちクリニック院長）

略歴 
1982 年 3 月 東海大学医学部卒業 

1989 年 3 月 東海大学大学院医学研究科博士課程修了 

「肝移植の基礎研究」で学位取得 医学博士 

1991 年 8 月 東海大学救命救急センター開設により救急医学教室に外科系指導医として出向 

2001 年 11 月 たるまちクリニック開業 

2019 年 6 月 港北区医師会副会長 

 「不死化幹細胞を用いたハイブリッド型人工肝臓」の研究では、12 年間連続で科学研究費

を取得されています。 

 また、腹部外傷や災害医療などをご専門とされており、東日本大震災などの災害現場にも 

参加されるなど、災害医療に豊富な経験を有されています。 

（２）講演テーマ

「災害時の医療の特殊性」

（講演時間 90 分※質疑応答含）

拠点連絡協議会総会資料（５） 

令 和 ５ 年 ６ 月 １ 日 

総 務 課



 

（参考） 

 令和５年１月 26 日（木）に落語家の桂福丸さんをお招きして実施した令和４年度防災講演会「心

と心をつなぐ防災～阪神・淡路大震災が決めた落語家人生～」の内容を、横浜市公式 YouTube チャ

ンネル上に公開しました。 

 阪神・淡路大震災の経験を基に、「想像力」と「備え」の重要性を、落語家ならではの笑いを交え

てご講演いただき、防災の要素を取り入れた落語も一席披露いただきました。 

各運営委員会をはじめとした地域の皆さまの防災意識醸成にぜひお役立てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          （講演の様子）              （掲載ページ QR コード） 

 

   ※動画は、前、中、後編、落語編の４つに分かれています。 

 

 

（担当） 

港北区総務課防災担当 

新井田
に い だ

、渡部
わたなべ

 

TEL 045-540-2206 FAX 045-540-2209 

MAIL ko-bousai@city.yokohama.jp 



 

 

 

 

令和５年度 港北区防災講演会 参加申込書 

 

 ※各拠点で参加者をお取りまとめいただける場合は、こちらの様式をお使いください。 

  オンライン申込フォームで申込みをされる場合は、こちらの様式を提出する必要はあり

ません。 

 

日 時：令和５年７月 14 日（金） 14 時～15 時 30 分（開場 13 時 30 分） 

場 所：港北公会堂 講堂（港北区大豆戸町 26-１ 港北区役所となり） 

テーマ：災害時の医療の特殊性 

 

ご提出日        年     月    日 

地域防災拠点名           学校地域防災拠点運営委員会 

ご参加予定人数           人 

   

 

  

 

地域防災拠点運営委員会用 

提出先：（郵 送）〒222-0032 港北区大豆戸町 26－１ 

      （F A X）045-540-2209 

    （メール）ko-bousai@city.yokohama.jp 

担 当：港北区総務課防災担当 新井田、渡部 

      TEL 045-540-2206  



 

令和５年度 港北区防災講演会 

お問い合わせ    港北区総務課防災担当 
             TEL 540-2206 FAX540-2209 

熊本市消防局提供 

講 師 

講 演 

会 場 

港北区医師会副会⻑ 
たるまちクリニック 片山 時孝 氏 

令和５年７月 14 日（金） 
14 時～15 時 30 分 

港北公会堂 講堂 

申 込 
申込フォームから申込 

（7 月 14 日 12 時〆切） 

申込フォームはこちら⇒ 



ハマッコトイレの地域要望（治具配布・動画公開）への対応について

これまで、地域防災拠点運営委員と市職員の共同で防災訓練の一環としてハマッコトイレの 

設置訓練を行った中で、地域から要望のあった事項について対応します。 

１ 貯留弁用開閉治具の配布について 

  令和２年度以前に整備済みのハマッコトイレ（全３３２拠点のうち港北区は２１拠点）について、

排水作業の容易性の向上のため、貯留弁用開閉治具（以下、治具という）を配備します。なお、

令和３年度以降は、ハマッコトイレ 整備に合わせて治具を配備しております。 

・配布予定時期：令和５年 10 月から 12 月予定

・配 布 箇 所 ：各地域防災拠点の防災倉庫等（区役所、病院を含む）

・配 布 方 法 ：委託業者より各地域防災拠点等に納入し、各学校（管理者等）の方からサインを

受領します。 

※１ ハマッコトイレの備品を地域防災倉庫以外に格納している場合は、地域防災委員の方々で

治具の移動をお願いします。 

・配布対象拠点：別紙１をご参照ください。 

※2 治具の使用方法については、別紙２をご参照ください。 

２ ハマッコトイレ（グランド埋設型）の使用方法の動画公開について 

ハマッコトイレをグランドに設置しているケースがあります。その場合、

安全性を考慮してマンホールをグランドから７㎝低いところに埋めていま

す。このマンホールの探し方から設置までの手順の説明動画を作成しま

したので、公開します（令和５年６月上旬 HP にアップ予定）。 

URL：https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-

kankyo/kasen-gesuido/gesuido/bousai/sinsaitoire.html 

※3 このご案内の内容は、ハマッコトイレが整備されている各学校及び教育委員会に情報提供します。

拠点連絡協議会資料（６）

令 和 ５ 年 ６ 月 １ 日

環 境 創 造 局 管 路 保 全 課

縦 78 ㎝×横 48 ㎝×高さ７㎝ 
重さ 1.8kg 

使用箇所 

治具の大きさ 治具の使用箇所 治具の設置状況 

（担当）
環境創造局管路保全課    金子 
TEL　　045-671-2829 
MAIL 　ks-fukyu@city.yokohama.jp



別紙１

対象拠点一覧

行政区 拠点名
整備
年度

貯留弁用
開閉治具
配布対象

グランド
埋設型

新吉田第二小学校 H24 〇 ×

北綱島小学校 H24 〇 ×

綱島東小学校 H25 〇 ×

新田中学校 H25 〇 ×

樽町中学校 H26 〇 ×

日吉南小学校 H27 〇 ×

駒林小学校 H27 〇 ×

新吉田小学校 H27 〇 ×

大曽根小学校 H27 〇 ×

篠原小学校 H28 〇 ×

大綱小学校 H28 〇 ×

新羽小学校 H28 〇 ×

篠原西小学校 H29 〇 ×

小机小学校 H30 〇 ×

新田小学校 H30 〇 〇

太尾小学校 H30 〇 ×

菊名小学校 H30 〇 ×

城郷小学校 R1 〇 ×

矢上小学校 R2 〇 〇

大豆戸小学校 R2 〇 ×

港北小学校 R2 〇 ×

城郷中学校 R3 × ×

日吉台小学校 R3 × ×

高田東小学校 R4 × ×

綱島小学校 R4 × ×

師岡小学校 R4 × ×

高田中学校 R5 × ×

下田小学校 R5 × ×

箕輪小学校 R5 × ×

港北区役所 R5 × ×

合計拠点数 30 - 21 2

港北



ハマッコトイレ貯留弁用開閉治具の使用方法について 

 

【目的】 

貯留弁用開閉治具を使用することで、

立ったまま取っ手を引き上げることがで

き、開閉治具の穴にストッパーを差し込

むことで、汚水がすべて流れきるまで弁

が開いている状態を維持することができ

るため、排水作業の容易性の向上が図ら

れます。 

 

【使い方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【製品図面】 

 

 

別紙２ 

ストッパー 

本体 

貯留弁引き上げ状況 貯留弁の開状態 

治具本体を取ってに引っ掛け、 

引き上げる（全長が 69 ㎝ある 

ため、楽な姿勢で開閉が可能）。 

治具本体の側面

の穴にストッパ

ーを差し込む 

人力による 

開状態を保持 

する必要なし 

STEP２ 

STEP１ 



アンケート結果を踏まえた資機材見直しの方向性について

令和４年度末に実施した、「地域防災拠点における資機材見直しに係るアンケート

調査」の結果等を踏まえ、各地域防災拠点から救助資機材の一部を回収します。 

１ 回収対象資機材 

エンジンカッター ２台 

レスキュージャッキ １台

応急担架用ポール 10本 

２ 回収時期及び場所 

  令和６年１～２月に、各地域防災拠点において回収します。 

３ 資機材回収の意向調査 

(1) エンジンカッター及びジャッキ

令和５年７月 31 日までに、別添「救助資機材の残置希望 報告書」を総務課防

災担当に FAX またはスキャンデータをメールでご提出いただきますよう、ご協力

をお願いいたします。 

なお、残置希望数量をとりまとめる必要があることから、報告が無い場合は、

全て回収することとして処理させていただきます。 

(2) 応急担架用ポール

過去に応急担架用ポールを使用した訓練実施時に、ポールが破損したことが

あるなど、経年劣化が進んだポールを使用することによる避難者等の負傷リス

クに鑑み、一律回収することとします。

(3) 資機材を拠点に残す場合の対応について

拠点に残置するエンジンカッター及びレスキュージャッキの維持・更新・廃

棄等については、各拠点にてご対応くださいますようお願いいたします。 

エンジンカッターとジャッキについては、

拠点の希望により残すことも可能とします。 

※同等品含む

拠点連絡協議会総会資料（７） 

令 和 ５ 年 ６ 月 １ 日 

総 務 局 地 域 防 災 課 

港 北 区 総 務 課 

（担当） 

港北区総務課防災担当 

新井田
に い だ

、渡部
わたなべ

 

TEL 045-540-2206 FAX 045-540-2209 

MAIL ko-bousai@city.yokohama.jp 



令和５年  月  日 

 

救助資機材の残置希望 

報 告 書 
 

 エンジンカッター及びレスキュージャッキ（ガレージジャッキを含む）の残

置希望について、以下のとおり報告します。 

    

※ エンジンカッター及びレスキュージャッキそれぞれの項目について、選択肢１、２の

いずれかに〇をつけてください。 

 

※ エンジンカッターについては、残置を希望する場合、下線部の空欄に数字を記入して

ください。 

 

■ エンジンカッター 

      １．回収を希望する（２台回収） 

      ２．２台中   台残置希望 

■ レスキュージャッキ（ガレージジャッキを含む） 

      １．回収を希望する（１台回収） 

      ２．回収を希望しない（１台残置） 

 

報告者 

      区               地域防災拠点運営委員会 

  担当：                 

 

【注意事項】 

  本報告書は、令和５年７月 31日（月）までに総務課防災担当にご提出ください。 

様式 

（担当） 

港北区総務課防災担当 

新井田
に い だ

、渡部
わたなべ

 

TEL 045-540-2206 FAX 045-540-2209 

MAIL ko-bousai@city.yokohama.jp 



     

    令和５年６月１日  

 地域防災拠点運営委員長 各位 

 港北区総務課長  

 

地域防災拠点における備蓄品の更新及び有効活用等について（依頼） 

 

 立夏の候 ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

また、日頃から横浜市の防災対策にご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

令和５年度においても、備蓄食料等の更新及び有効活用を行います。 

 

１ 有効活用及び数量の報告 

地域防災拠点（以下「拠点」という。）に備蓄している食料のうち、今年度更新を迎える食

料については、拠点訓練において配布するなど有効活用をお願いします。 

 

２ 有効活用可能な備蓄食料及び数量の一覧 

 
品目 配布可能箱数 

製造年度 

（ラベル色） 
賞味期限 

 
水缶詰 17箱（24本/箱） 

平成 29年度 

（青色ラベル） 
令和６年８月 31日 

 
保存パン 10箱（20食/１箱） 

平成 30年度 

（黄色ラベル） 
令和６年１月 31日 

 
おかゆ ５箱（20食/１箱） 

平成 30年度 

（黄色ラベル） 
令和６年１月 31日 

 
クラッカー ２箱（70食/箱） 

平成 30年度 

（黄色ラベル） 

令和６年１月 31日又は 

令和６年２月 28日 

 
ライスクッキー １箱（20食/箱） 

平成 30年度 

（黄色ラベル） 
令和６年１月 31日 

※発災時に使用できる食料が減ってしまいますので、上記以外の食料は配布しないでくだ 

さい。 

 

３ 配布可能時期等 

別添「令和５年度 備蓄品の更新スケジュール（予定）」のとおり 

 

４ 留意点 

  ・賞味期限切れのものを訓練等で配布しないよう、必ず期限を確認して配布してください。 

・対象の備蓄食料以外は、訓練等で配布しないでください。 

・年度内に期限が切れる「保存パン」「おかゆ」「クラッカー」「ライスクッキー」を活用する

場合は、誤配布の原因となるため、必ず令和５年 12月までに使い切ってください。 

・誤配布や、備蓄庫に期限の切れた備蓄食料が残ってしまうことを防ぐため、確実に使用す

る数量のみ報告ください(使用せずに残った備蓄食料の再回収は行いません)。 

 

拠点連絡協議会総会資料（８） 

令 和 ５ 年 ６ 月 １ 日 

総 務 局 地 域 防 災 課 

港 北 区 総 務 課 



 

５ 有効活用数量の報告 

   有効活用予定の食料の数量を、令和５年７月 31 日までに、別添「備蓄食料の有効活用数

量 報告書」を総務課防災担当に FAX またはスキャンデータをメールでご提出いただきます

よう、ご協力をお願いいたします。 

   なお、回収数量をとりまとめる必要があることから、報告が無い場合は、有効活用をしな

いものとして処理させていただきます。 

 

６ その他 

   令和５年８月～９月に実施する備蓄品の配送・回収において、今年度更新分の備蓄品に加

え、備蓄庫に残ってしまっている期限切れの備蓄食料も併せて回収する予定です。 

   そのため、訓練等の際に、更新予定の備蓄食料と併せて、備蓄庫の入口近くなどにまとめ

て置いていただけますと、回収漏れや誤回収が減りますので、お手数おかけしてしまいます

が、ご協力お願いいたします。 

 

 

 
（担当） 

港北区総務課防災担当 

新井田
に い だ

、渡部
わたなべ

 

TEL 045-540-2206 FAX 045-540-2209 

MAIL ko-bousai@city.yokohama.jp 



令和５年  月  日 

 

備蓄食料の有効活用数量 

報 告 書 

 

 令和５年度に更新する予定の備蓄食料を拠点訓練等で有効活用します。 

 

１ 配布（予定）日 

  令和  年  月  日 

 

２ 訓練等での配布（有効活用）数量 

 
水缶詰 保存パン おかゆ クラッカー ライスクッキー 

 箱 箱 箱 箱 箱 

 

３ 報告者 

      区               地域防災拠点運営委員会 

  担当：                 

 

【注意事項】 

  本報告書は、令和５年７月 31日（月）までに総務課防災担当にご提出ください。 

 

様式 

（担当） 

港北区総務課防災担当 

新井田
に い だ

、渡部
わたなべ

 

TEL 045-540-2206 FAX 045-540-2209 

MAIL ko-bousai@city.yokohama.jp 



【別紙２】令和５年度 備蓄品の更新スケジュール（予定）                                      

品⽬ ４⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉〜９⽉

⽔⽸詰 【配送】令和５年度製造分（⻩⾊ラベル）（24本/箱×17箱）
【回収】平成29年度製造分（⻘⾊ラベル）（24本/箱×17箱）

保存パン 【配送】令和５年度製造分（⻩⾊ラベル）（20⾷/箱×10箱）
【回収】平成30年度製造分（⻩⾊ラベル）（20⾷/箱×10箱）

おかゆ 【配送】令和５年度製造分（⻩⾊ラベル）（20⾷/箱×５箱）
【回収】平成30年度製造分（⻩⾊ラベル）（20⾷/箱×５箱）

クラッカー 【配送】令和５年度製造分（⻩⾊ラベル）（70⾷/箱×２箱）
【回収】平成30年度製造分（⻩⾊ラベル）（70⾷/箱×２箱）

ライスクッキー 【配送】令和５年度製造分（⻩⾊ラベル）（20⾷/箱×１箱）
【回収】平成30年度製造分（⻩⾊ラベル）（20⾷/箱×１箱）

ビスケット
※ 区役所にのみ備蓄。
  拠点では備蓄していません。

【配送】令和５年度製造分（⻩⾊ラベル）（100⾷/箱×10箱）
【回収】平成29年度製造分（⻘⾊ラベル）（100⾷/箱×10箱）

スープ 【配送】令和５年度製造分（⻩⾊ラベル）（45⾷/箱×２箱）
【回収】平成30年度製造分（⻩⾊ラベル）（45⾷/箱×１箱）

粉ミルク 【配送】令和５年度製造分（⻩⾊ラベル）（20⽸/箱×１箱）
【回収】令和４年度製造分（⻘⾊ラベル）（20⽸/箱×１箱）

品⽬ ４⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉〜９⽉

哺乳器

⼩⼈⽤おむつ

⼤⼈⽤おむつ

⽣理⽤品

品⽬ ４⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉〜９⽉

エンジンカッター

レスキュージャッキ
(ガレージジャッキを含む)

応急担架⽤ポール

全
て
回
収

ヘルメット
※令和５年度は、
 ・鶴⾒区 ・神奈川区
 ・⻄区  ・中区
 ・港南区 ・⾦沢区
 ・港北区 ・瀬⾕区
      の拠点において更新予定。

拠点訓練等での有効活⽤は、
令和５年度分の備蓄⾷料が配送された後から

開始してください。
(有効活⽤しない分は、８⽉〜９⽉に全て回収します。)

※ 有効活⽤する場合、必ず賞味期限内に
使い切ってください。

※ 有効活⽤分として報告していただいた数量が余って
しまった場合でも、後からの回収は原則できません。

有効活⽤不可
（８⽉〜９⽉にすべて回収します。）

⇩救助資機材⇩

スープ、粉ミルクについては、
年内に賞味期限が切れるため、有効活⽤不可

（８⽉〜９⽉に全て回収します。)

有
効
活
⽤
の
報
告
期
限

有
効
活
⽤

不
可

有
効
活
⽤
不
可

〜年度末

１⽉〜２⽉に回収予定
（残置分の更新・廃棄等は、

各地域防災拠点での対応となります。）

１⽉〜２⽉に回収予定
（劣化による破損のリスクに鑑み、⼀律回収としま

す。）

１⽉〜２⽉に回収・配送予定
各拠点に配備されている⽼朽化が進んだヘルメットを
更新します。古いヘルメットを回収し、折り畳み式の

ヘルメット（１拠点あたり10個）を配送します。

配
備
希
望
の

報
告
期
限

2020年１⽉に納⼊したものを回収し、
今年度購⼊分を配送します。

⇩備蓄⾷料⇩

⇩⽣活⽤品⇩（令和５年度は、旭区、磯⼦区、⾦沢区、港北区の拠点において更新予定）

〜年度末

〜年度末



【令和５年度、地域防災拠点において有効活⽤可能なもの（５品⽬）】 

（未使⽤分は、８⽉〜９⽉の回収、及び１⽉〜２⽉の回収で回収予定） 

■ 平成 29 年度製造⽔⽸・⻘⾊ラベル（賞味期限：令和６年８⽉ 31 ⽇まで） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 平成 30 年度製造保存パン・⻩⾊ラベル（賞味期限：令和６年１⽉ 31 ⽇まで） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 平成 30 年度製造保存おかゆ・⻩⾊ラベル（賞味期限：令和６年１⽉ 31 ⽇まで） 

 
 
 
 
 
 



■ 平成 30 年度製造クラッカー・⻩⾊ラベル 

（賞味期限：令和６年１⽉ 31 ⽇または令和６年２⽉ 28 ⽇まで） 

 

 

 

 

 

 

■ 平成 30 年度製造ライスクッキー・⻩⾊ラベル（賞味期限：令和６年１⽉ 31 ⽇） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【拠点では有効活⽤できないもの（８⽉〜９⽉に回収予定）】 

■ 平成 30 年度製造スープ・⻩⾊ラベル（賞味期限：令和５年７⽉まで） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 令和４年度製造粉ミルク・⻘⾊ラベル（賞味期限：令和５年 12 ⽉まで） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【区役所にのみ配備されているもの（８⽉〜９⽉に回収予定）】 

■ 平成 29 年度製造ビスケット・⻘⾊ラベル（賞味期限：令和６年８⽉ 31 ⽇まで） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（旭区、磯⼦区、⾦沢区、港北区の拠点のみ更新） 

【⽣活⽤品（８⽉〜９⽉に回収予定）】 

■ ⼩⼈⽤おむつ（①〜⑦ラベル）       ■ ⼤⼈⽤おむつ（⑧、⑨ラベル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 哺乳器（⑩ラベル）             ■ ⽣理⽤品（⑪ラベル） 

 

 

 



 

 

港北区地域防災拠点運営委員長 

 

横浜市港北区総務課長  

 
 

令和５年度地域防災拠点運営研修のご案内（依頼） 

 

 

立夏の候 ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

日ごろから、横浜市政の推進にご理解・ご協力をいただきありがとうございます。 

さて、今年度も、地域防災拠点運営委員の方を対象とした、地域拠点運営研修を実施し

ます。 

別添の案内資料をご覧のうえ、受講者を推薦いただきますようにお願いします。 

※推薦は任意 

※委員長が受講していただくことも可能 

 

 

１ 研修概要（日時、場所、申込み方法、問合せ先 等）  

案内資料「令和５年度地域防災拠点運営研修のご案内」のとおり 

 
２ 添付資料 

案内資料「令和５年度地域防災拠点運営研修のご案内」 

 

 

 

 

 

 

 
 

（担当） 

港北区総務課防災担当 

新井田
に い だ

、渡部
わたなべ

 

TEL 045-540-2206 FAX 045-540-2209 

MAIL ko-bousai@city.yokohama.jp 

拠点連絡協議会総会資料（９） 

令 和 ５ 年 ６ 月 １ 日 

総 務 局 地 域 防 災 課 

港 北 区 総 務 課 



地震時の避難所である地域防災拠点は、拠点運営委員や避難された方によって運営します。

本研修を受講いただき、具体的な運営方法を学びましょう。

１ 研修対象者

拠点運営委員の方（研修の成果を地域防災拠点運営につなげていただくため、お手数ですが、各拠点の

代表者の方からご推薦をお願いします。）

※推薦は任意です。

※各組織から２名まで推薦可能です。

※家庭防災員、防災ライセンス講習会、

防災・減災推進研修を受講された方も推薦可能です。

２ 研修内容

（１）研修カリキュラム

前半
【講義】

「地域防災拠点の運営方法について知ろう」 

○地域防災拠点の運営方法や拠点運営の活動事

例等について学びます。

後半 
【グループワーク】

「避難所運営の模擬体験をしよう」 

○ケーススタディを通して避難所で起きている

出来事にどう対応するか図上にて体験します。

（２）開催日時 ※ 内容はすべて同じです。

日程 時間 場所 定員 

７月 18 日（火） 14：30～16：00 横浜市民防災センター（横浜駅） 60 名 

７月 19 日（水） 9：30～12：00 横浜市民防災センター（横浜駅） 60 名 

７月 29 日（土） 9：30～12：00 青葉区役所（市が尾駅） 50 名 

８月５日（土） 9：30～12：00 戸塚区役所（戸塚駅） 50 名 

３ 申し込み方法

「地域防災拠点運営研修 推薦書」（別紙１）に、必要事項をご記入のうえ、郵送、ＦＡＸまたは電子メ

ールにて、6 月 21 日（水）まで（必着）に、以下の宛先にお申し込みください。 

申し込みの受付や受講者決定通知の送付等は、イマジネーション株式会社に委託しています。 

令和５年度 地域防災拠点運営研修のご案内 

【宛先】イマジネーション株式会社 

〇郵送：〒231-8799 横浜港郵便局留 イマジネーション株式会社宛 

〇ＦＡＸ：０４５-８４５-５５００  

〇電子メール：yokohama-bousai@imagination.co.jp 

【受講者の声】

想定していなかった課題をイメージできた。

日頃からの事前の備えが大切だと感じた。



４ 受講者の決定

7 月上旬ごろに、受講決定の通知を、受講者あてにお送りいたします。 

※希望者が、定員を超えた場合は、来年度以降に受講をお願いすることがあります。その場合、「各区の受

講者数のバランス」などを考慮し、受講者を決定させていただきますのでご了承願います。

５ 自宅学習編のご案内

会場での受講のほか、横浜市が指定する動画を視聴した方は、「地域防災拠点運営研修」を受講したもの

とします（自宅学習編の受講にあたっては、お申し込みは不要です。）。 

詳細は、本市ウェブサイトをご確認ください。 

下記 QR コード（または URL、検索）により本市ウェブサイトへアクセスできます。 

なお、昨年度と同様に DVD 等動画視聴の方法でご受講いただいた方で、修了証発行を希望される場合に

は、お手数ですが「修了証発行申請書」（別紙２）を総務局地域防災課まで送付ください。 

申請書受付期間：令和５年６月 21 日（水）から令和６年３月 20 日（水）まで 

６ お問い合わせ

研修の申し込み方法等について（申し込みの受付業務を以下に委託しています） 

担当：イマジネーション株式会社 電話：０４５-３３０-４７０５ 

研修の内容や自宅学習編ついて 

担当：横浜市総務局地域防災課（森崎、福田） 電話：０４５-６７１-２０１１ 

７ その他

※当日午前８時の時点で「警報」または「特別警報」が横浜市域に発令されている場合や悪天候等の理由に

より中止することがあります。当日中止と判断した場合には、当日午前８時以降に横浜市ホームページにて

ご案内いたします。PC・スマートフォン等をお持ちでない方は、横浜市コールセンターまで御連絡下さい。 

＜研修に関するホームページはこちら＞ 

＜横浜市コールセンター＞ ０４５-664-2525 (平日・土日祝日いずれも 8：00～21：00) 

横浜市 地域防災拠点運営研修 検索

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/bousai-kyukyu-

bohan/bousai-saigai/chikitaisaku/kyotenkensyuu.html 

横浜市 地域防災拠点運営研修 検索

URL： 

QR コード 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/bousai-kyukyu-

bohan/bousai-saigai/chikitaisaku/kyotenkensyuu.html 

URL： 

QR コード 



イマジネーション株式会社 行

令和 年 月 日 

地域防災拠点名 

代表者名

住       所 

電       話 

「地 域 防 災 拠 点 運 営 研 修」 推 薦 書 

令和５年度の「地域防災拠点運営研修」受講者として、次の方を推薦します。 

氏名
し め い

 住所 電話番号 

〒

〒

・各組織から２名まで推薦することができます。

・氏名は楷書で、ふりがなを付け、住所は棟室番号までご記入ください。

・６月２１日 （水） まで （必着） にご送付ください。

【受講希望日】受講可能日（太枠）に〇をつけてください。 

※日程調整の都合上、できる限り多くの日程に〇のご記入をお願いします。

実施日時 

【第１回】 

７月18日（火） 

14:30～16:00 

【第２回】 

７月19日（水） 

9:30～12:00 

【第３回】 

7月29日（土） 

9:30～12:00 

【第４回】 

８月５日（土） 

9:30～12:00 

場所 横浜市民防災センター 横浜市民防災センター 青葉区役所 戸塚区役所 

受講可能日 

（〇を記入） 

別紙１ 

【宛先】イマジネーション株式会社 

〇郵送：〒231-8799 横浜港郵便局留 イマジネーション株式会社宛 

〇ＦＡＸ：０４５-８４５-５５００  

〇電子メール：yokohama-bousai@imagination.co.jp 



総務局地域防災課 行 

令和  年  月  日 

自治会・町内会等団体名 

代表者名

住       所 

電       話 

「地域防災拠点運営研修」修了証発行申請書 

次の方は指定された地域防災拠点運営に関する動画を閲覧しました。「地域防災拠点運営研修」の修了

証の発行を申請します。 

氏名
し め い

 住所 電話番号 

〒

動画名（収録時間） 閲覧完了 

横浜市「地域防災拠点」開設・運営マニュアル（約20分） 

地域防災拠点の開設・運営について（約18分） 

新型コロナウイルス感染症を踏まえた災害時の避難（約5分） 

在宅避難について（約５分） 

※ すべての動画を閲覧していただくことが修了証発行の条件となります。

※ それぞれの動画について、閲覧完了欄にチェックをお願いします。

※ 組織内で取りまとめてご提出される場合は、本紙の氏名欄に「裏面のとおり」と
記載し、裏面に希望者全員分の「氏名」・「住所」・「電話番号」をご記入のうえ
ご提出ください。

【動画の案内】下記横浜市ホームページの掲載動画より閲覧をお願いします。 

【備考】 

修了証発行の申込みにあたり収集する氏名、住所、電話番号の個人情報は「横浜市個人情報の保護に

関する条例」の規定に従い、適正に管理し、修了証の送付や研修のご案内等、事務局から連絡の必要が

生じた場合にのみ利用します。 

修了証には、地域防災拠点開設・運営マニュアルやスターターキット等、地域防災拠点運営を推進し

ていただくうえで、参考となる資料を同封する予定です。また、申請書提出から修了証発行までに、数

週間から数か月程度お時間をいただく場合がございます。あらかじめご了承ください。 

閲覧した動画に

チェック（✔）

別紙２ 

横浜市 地域防災拠点運営研修 検索 

申請書送付先・問い合わせ先 
※申請書はメール、FAX、郵送いずれかで送付してください。

総務局地域防災課（森崎・福田）

TEL：045-671-2011 FAX：045-641-1677

メール：so-gensai@city.yokohama.jp

住所：〒231-0005 横浜市中区本町６丁目50番地の10 10階

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/bousai-kyukyu-

bohan/bousai-saigai/chikitaisaku/kyotenkensyuu.html 
URL： 



取りまとめ用紙 

氏名 住所 電話番号 

〒

〒

〒

〒

〒

〒

〒

〒

〒

〒

〒

〒

〒

〒

〒

〒



拠  点  連  絡  協  議  会  総  会   料  （１０）

令 和 ５ 年 ６ 月 １ 日

生  活  衛  生  課

こうしょう







https://www.city.yokohama.lg.jp/k
urashi/sumai-kurashi/pet-
dobutsu/aigo/saigai-
taisaku/disaster.html







各地域防災拠点の皆様へ 

災害応急用井戸名簿の配布等について 

災害応急用井戸の指定制度は、震災時等に「生活用水」としての井戸水を地域の方

にご提供いただくことを目的として、多くの井戸所有者にご協力いただいています。 

令和５年３月時点の災害応急用井戸名簿を作成しましたので配布します。 

平時から防災訓練時などの機会に、指定井戸の場所の確認などに活用してください。 

☆ 指定井戸の場所を確認するには…

①指定井戸の場所には、右図の「災害用井戸協力の家」プレートを門扉等に

掲示していただいています。

②福祉保健センター生活衛生課で、今回配布の名簿と同じ、区内災害応急用井

戸名簿（井戸の所在地・所有者名字）の最新情報を配架しています。

③横浜市行政地図情報提供システムのわいわい防災マップ内に「災害用井戸

協力の家」として掲載しています（場所のスポットのみ）。

横浜市行政地図情報提供システム 

https://wwwm.city.yokohama.lg.jp/yokohama/Portal 

④本市ホームページへの掲載（指定井戸所在地一覧※）

（※ホームページ掲載の同意を頂いた方のみを掲載します）

☆ 指定井戸を利用するには…

・震災等の発災時のみに利用してください。平時の利用はできません。

・被災時の状況等（破損、水量不足等）によっては利用できない場合があります。利用前

には必ず井戸所有者に声をかけてから利用してください。容器はご持参ください。

（※ 井戸所有者の方に、発災時には、より多くの方が井戸水を利用いただけるよう、

広く市民の方へ井戸水のご提供をお願いしています。） 

・利用用途は「生活用水」（洗濯、トイレの流し水や清掃用水等）です。※飲用、炊事用、

食材や食器の洗浄には使用しないでください（口に入れないようご注意ください。）。

・井戸所有者の方に、提供前に pH 試験紙（医療局生活衛生課配布）や目視等で点検をして

からご提供いただくようにお願いしています。

・コロナ禍においては、マスクを着用し、密にならないようにするなど、感染防止にご留

意の上、ご利用ください。

○指定井戸件数（令和５年３月末時点）

全市内 港北区内 

件数 1,873 件 66 件 

〇横浜市ホームページ 

「災害応急用井戸について」 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/sumai-ku

rashi/seikatsu/kaiteki/saigai.html#saigaiido 



港北区災害応急⽤井⼾ 令和５年３⽉末時点
番号 井⼾所在地 井⼾設置者等

1 ⼤曽根台8-31 冨川
2 菊名3-20-18 平松
3 岸根町544 ⼭本
4 ⼩机町1486 ⽯塚
5 ⼩机町221 藤本
6 ⼩机町241 ⻑嶋
7 ⼩机町274 ⼭下
8 ⼩机町409 ⾼橋
9 ⼩机町434 藤井

10 ⼩机町866 藤井
11 ⼩机町997 横溝
12 篠原北1-23-20 ⾅井
13 篠原北2-9-29 井⾕ 
14 篠原台町13-8 ⼋⽊
15 篠原町1099 ⽯⽥
16 篠原町2604 ⼟橋
17 篠原町2754 村上
18 篠原町2813 若林
19 篠原町71 堤
20 篠原町82 ⽻⽥
21 篠原⻄町33-11 篠塚
22 篠原東3-8-25 ⼩⻄
23 下⽥町2-4-8 渡辺
24 下⽥町2-16-32 阿部
25 下⽥町3-6-40 島崎
26 新吉⽥東1-6-27 ⻑瀬
27 新吉⽥東5-47-31 勝岡
28 新吉⽥東1-10-34（⼭に向かい左側） 本多
29 新吉⽥町3441 ⼭本
30 新吉⽥東4-2-34 ⾦⼦
31 新吉⽥東1-64-17 横溝
32 新吉⽥東1-10-7 ⼭本
33 樽町1-14-45 鈴⽊
34 綱島台6-29 ⼩泉
35 綱島東6-16-16 佐藤

（敬称略）



港北区災害応急⽤井⼾ 令和５年３⽉末時点
番号 井⼾所在地 井⼾設置者等

36 仲⼿原1-10-2 ⾅井
37 仲⼿原1-19-7 ⼤澤
38 仲⼿原1-3-13 杉⼭
39 仲⼿原2-41-4 ⾦⽥ 
40 仲⼿原2-45-9 岡本
41 新⽻町1093-11 ⽩岩
42 新⽻町2474-5 佐々⽊
43 新⽻町4080 ⽶⼭
44 新⽻町4170 秋本
45 新⽻町4187 峯⽊
46 新⽻町4350 ⾦⼦
47 ⽇吉1-25-5 寺沢
48 ⽇吉1-9-3 鎌⽥
49 ⽇吉本町1-28-26 ⽯川
50 ⽇吉本町1-32-4 峯尾
51 ⽇吉本町1-33-14 ⼋⽊
52 ⽇吉本町2-10-11 熊澤
53 ⽇吉本町2-2-3 島津
54 ⽇吉本町3-1-37 ⻫藤
55 ⽇吉本町3-1-38 上⽥
56 富⼠塚2-29-39 加藤
57 富⼠塚2-6-5 森
58 ⼤倉⼭6-32-23 ⻄⼭
59 箕輪町1-25-10 ⽥辺
60 箕輪町3-3-14 ⼩嶋
61 箕輪町3-4-6 池本
62 師岡町1148-4 ⽥中
63 師岡町539 鈴⽊
64 師岡町539 三⽥村
65 ⼤倉⼭2-8-7 （宗）歓成院
66 ⽇吉本町1-34-21 ⽇吉台⼩学校

（敬称略）



② 地域防災拠点では、情報板等のスペースに報告書を掲示するとともに、区災害対策本部

（区役所）へ防災無線等で医療機関の開設状況を報告します。報告の際には、地域防災

拠点に常備されている、「医療機関一覧」を使用します。

① 地域のクリニック、薬局が最寄りの地域防災拠点へ「災害時医療機関報告書」（以下、

「報告書」という）を持参し、受付に提出します。※様式１－１～３

③ 区災害対策本部では、地域防災拠点から報告を受けた情報と、医師会等からの情報も併

せて、医療機関の開設情報を集約しリスト化します。

④ リスト化した医療機関の開設情報を地域防災拠点や関係機関へ必要に応じて情報提供

します。

①
持
参

②
掲
示

②
報
告

③
リ
ス
ト
化

④
情
報
提
供

地域防災拠点における医療機関開設情報の取扱いについて 

大規模震災時に迅速かつ的確な救援・救助を行うためには、医療機関の開設状況等の

把握が非常に重要となります。そのため、港北区では、震災の影響で電話やインターネ

ットが使用不可になった際に、地域の医療機関の情報集約を目的として、医師会、歯科

医師会、薬剤師会加入の医療機関が自院の開設情報を最寄りの地域防災拠点へ報告を行

います。 

 また、本件は令和３年度から開始した取組で、昨年度に３か所の地域防災拠点で訓練

を初めて行いました。今後も引き続き周知啓発及び訓練を行い、地域防災拠点と医療機

関それぞれに取組の定着を図ってまいりますので、ご協力をお願いします。 

１ 報告の流れ 

 

クリニック・薬局

報
告
書

地域防災拠点 

区災害対策本部

（区役所） 

開
設
情
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病院・医師会等 
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④
情
報
提
供
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令  和  ５  年  ６  月  １  日 

福   祉   保   健   課 



【参考】通信手段の回復時 

電話やインターネットの開通後は報告書の運用を停止し、地域防災拠点へは区役

所から情報提供を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 訓練について 

地域防災拠点の訓練に併せて、報告訓練を行います。 

昨年度に引き続き、いくつかの地域防災拠点で順次行っていく予定ですが、調整に

ついては各地域防災拠点の参与を通して行いますので、その際には可能な範囲でご協

力くださいますようお願いします。 

なお、訓練の実施希望がある場合は、下記の担当者又は参与にお申し出ください。 

 

＜訓練の流れ＞ 

① 地域防災拠点訓練当日に、医療機関が地域防災拠点へ報告書を持参し、受付に

提出します。 

② 医療機関から報告書を受け取った地域防災拠点は、防災無線の訓練の際に医療

機関の開設状況を区本部へ報告します。 

③ 情報板になりうるスペースや壁などに報告書を掲示します。 

 

 

 

 

 担当：港北区福祉保健課事業企画担当 

久保村、大河原 

電 話 045（540）2360 

ＦＡＸ 045（540）2368 

②集計 ③報告 ④リスト化 

⑤情報提供 

①開設状況報告 

 

クリニック 

薬局 

医師会、歯科医師会、

薬剤師会 各事務局 
区災害対策本部 

（区役所） 

病院 

地域防災拠点等 



【災害時医療機関報告書】 

この用紙は横浜市域に震度 6 弱以上の地震発生後（それに準ずる災害後）に 
医療機関の被災状況・開設状況を報告する用紙です。 

≪医療機関の方へ≫ 
※近隣の地域防災拠点に、電話やインターネットが開通するまで毎日、当日の状況を記載しお渡しください。

（状況が同じ場合でも、毎日提出してください） 
※既定の地域防災拠点が不明時は近隣の地域防災拠点の拠点受付に報告書を提出してください。 
※災害時は、地域の医療資源を維持するために可能な範囲で開設をお願いします。開設が難しい先生は、

次のステップに進み医療救護活動のご協力をお願いします。 （災害時医療活動：フロー図を参照） 
≪市民の方・医療機関の方≫ 

※診療所・定点診療による診察対象者は、主に軽症患者（緑タグ）となります。 

 

記載日時          年         月           日 

診療機関名 
 

住所  

医師名  

①診療の可否 1. 可 2.一部可 3.不可  

②診療可能

な内容 

以下は、①で 1.可、もしくは 2.一部可と答えた方にお伺いします。 

内科系 1.可 2.不可 小児科 1.可 2.不可 
外科系 1.可 2.不可 院内処方 1.可 2.不可 
軽症の外傷処置 1.可 2.不可 処方箋の発行 1.可 2.不可 
薬や体調の相談 1.可 2.不可  
その他、可能な診療科・ 
診療内容(自由記載) 

 
 

③診察時間 1.通常通り 2.臨時（       ~       ） 
④ライフライン 
の状況 

電気（     ） 水道（         ） ガス（        ） 
通信機器（         ） 電子カルテ（             ） 

＜医療従事者へ＞ 下記の人材・資材が不足しています。ヘルプをお願いします。 

≪地域防災拠点の方のみ≫ 

・ この用紙を１か所にまとめて掲示してください。  

・ 太枠の部分を区役所へ無線等により報告してください。     （実施後☑） 

必要な人材 1.医師 2.看護師 3.薬剤師 4.歯科医師 5.事務員 
必要な資材等 
（自由記載） 

 

医師会用 様式１－１ 



歯科医師会用        【災害時医療機関報告書】 

この用紙は横浜市域に震度 6 弱以上の地震発生後（それに準ずる災害後）に 
医療機関の被災状況・開設状況を報告する用紙です。 

≪医療機関の方へ≫ 
※近隣の地域防災拠点に、電話やインターネットが開通するまで毎日、当日の状況を記載しお渡しください。

（状況が同じ場合でも、毎日提出してください） 
※既定の地域防災拠点が不明時は近隣の地域防災拠点の拠点受付に報告書を提出してください。 
※災害時は、地域の医療資源を維持するために可能な範囲で開設をお願いします。開設が難しい先生は、

次のステップに進み医療救護活動のご協力をお願いします。  
≪市民の方・医療機関の方≫ 

※診療所・定点診療による診察対象者は、主に軽症患者（緑タグ）となります。 

 
＜市民の方・医療機関の方＞ 

記載日時          年         月           日 

診療機関名 
 

住所  

歯科医師名  

①診療の可否 1. 可 2.一部可 3.不可 

②診療可能な 
内容 

以下は、①で 1.可、もしくは 2.一部可と答えた方にお伺いします。 

軽症の外傷処置 1.可 2.不可 歯科診療 １.可 ２．不可 

その他可能な 
診療内容(自由記載) 

 
 

③診察時間 1.通常通り 2.臨時（       ~       ） 

④ライフライン 
の状況 

電気（         ） 水道（        ） ガス（        ） 
通信機器（       ） 電子カルテ（         ） 

 

＜医療従事者へ＞ 下記の人材・資材が不足しています。ヘルプをお願いします。 

 

≪地域防災拠点の方のみ≫ 

・ この用紙を１か所にまとめて掲示してください。 

・ 太枠の部分を区役所へ無線等により報告してください。     （実施後☑） 

必要な資材等 
（自由記載） 

 

様式１－２ 



薬剤師会用 【災害時医療機関報告書】    
この用紙は横浜市域に震度 6 弱以上の地震発生後（それに準ずる災害後）に 

医療機関の被災状況・開設状況を報告する用紙です。

≪医療機関の方へ≫

※近隣の地域防災拠点に、電話やインターネットが開通するまで毎日、当日の状況を記載しお渡しください。

（状況が同じ場合でも、毎日提出してください）

※既定の地域防災拠点が不明時は近隣の地域防災拠点に報告書を提出してください。

※災害時は、地域の医療資源を維持するために可能な範囲で開設をお願いします。開設が難しい先生は、

次のステップに進み医療救護活動のご協力をお願いします。

≪市民の方・医療機関の方≫ 

※診療所・定点診療による診察対象者は、主に軽症患者（緑タグ）となります。

記載日時 年 月 日

薬局名

住所

薬剤師名

①開局の可否 1. 可 2. 一部可 3. 不可

②開局時間 以下は、①で 1.開局可、もしくは 2.一部可と答えた方にお伺いします。 

1.通常通り 2.臨時（ ~ ）

③ライフライン

の状況

電気（ ） 水道（ ） ガス（ ）

通信機器（ ） 電子カルテ（ ）

＜医療従事者へ＞ 下記の資材が不足しています。ヘルプをお願いします。 

≪地域防災拠点の方のみ≫ 

・ この用紙を１か所にまとめて掲示してください。

・ 太枠の部分を区役所へ無線等により報告してください。 （実施後☑） 

必要な資材等

（自由記載） 

様式１－３





令和 ５年度 地域防災拠点

災害時の飲料水の確保 訓練・体験メニュー

水道局 菊名水道事務所

水道は、都市のライフラインとして、震災時であっても必要な給水を確保することが不

可欠です。

横浜市水道局では水道施設の耐震化を進めつつ、地域防災拠点では、災害用地下

給水タンクの操作など、災害時に飲料水を確保するための訓練を市民の皆さまと連携

して行っています。

菊名水道事務所では、地域の皆さまが非常時に円滑な応急給水等が行えるよう、訓

練メニューをご用意しております。

また、地域防災拠点の訓練実施に際して、飲料水確保のための講座の実施もご検討

いただければと思います。

【依頼方法】
地域防災拠点参与（各拠点を担当する区役所の課長又は係長）経由で区

役所へご依頼ください。

※ 各拠点 拠点担当参与 区役所防災担当 水道局

ご不明な点がありましたら、下記までお問い合わせください。

【問い合わせ先】

水道局 菊名水道事務所 事務係 防災担当

電話：０４５-５３１-４１８１ ＦＡＸ：０４５-５３１-９９３３

依頼方法及び問い合わせ先

各拠点 拠点担当参与 区役所防災担当 水道局

「災害時の水の確保について（飲料水の備蓄・災害時給水所等）」

《内容》

災害時に飲料水を確保する方法や地下タンク・緊急給水栓の機能や役割、ご家庭に

おける飲料水の備蓄の必要性などを、参加者の皆さんにチラシを配布して、訓練全体

集会の場や個別訓練の中などで説明します。

（災害時にどのくらいの飲料水が必要なのか、どこへ行けば飲料水の確保が出来る

のか、自助・共助・公助など）

《対象》
すべての地域防災拠点

※ 複数の地域防災拠点訓練日程が重なった場合には、ご希望に添えない場

合がございますのであらかじめご了承ください。

《所要時間》

５分～15分

※時間や内容については、参与経由でご相談ください。

２ 概要説明・防災ミニ講座

水道局キャラクター

はまピョン

拠  点  連  絡  協  議  会  総  会  資  料  （  １ ２  ）

令  和  ５  年  ６  月  １  日

名 水 道菊道水   局      事  務  所



災害用地下給水タンクからの飲料水の確保訓練

《内容》
発災直後において地域の皆さんの助け合いにより災害用地下給水タンクを開設し、

飲料水を提供できるようにするための訓練です。

《対象》
災害用地下給水タンクが設置されている地域防災拠点

《基本メニュー（その１）》
組み立て実技訓練（少人数対象）

全体訓練開始前・終了後に行うことも可能です。

運営委員会メンバー又は運営委員会が指名したメンバー

（食料物資班など）などに対して、装置組み立てや操作な

どの実技訓練を行います。

《所要時間》

30分～45分

《対象人数》

10人～15人程度

※ 訓練の時間や内容に関しましては、参与経由でご相談ください。

災害対策の基本的な考え方

訓練メニュー一覧

１ 実技編 （実際に皆さまに実技を行っていただく訓練）

実技中心
《基本メニュー（その２）》
地下タンク見学・実技講習会（多人数対象）

訓練参加者（複数のグループを構成）を対象に、水道局

職員、地域防災拠点運営委員会または管工事協同組合

職員等が行う装置組立て作業を見学しながら、何名かの

方(5人程度)に組立作業を体験していただきます。

また、災害時の水の確保に関する話として、飲料水の備

蓄等に関する説明をします。

《所要時間》

１グループあたり20分～30分

《対象人数》

１グループ50人以内（実技は5人程度）

説明中心

公助 発災時において、各区災害対策本

部等からの要請により、状況に応じ、

水道局職員等が水質等の安全性の確認後、応急

給水を開設・開始します。

したがって緊急給水栓及び配水池に関しまして

は、

住民の皆様における開設訓練は

必要ありません。

共助 発災直後において、災害用地下

給水タンクの開設及び運営に関しま

しては、地域の方々の助け合いにより行います。

水道局は、平常時に開設訓練の補助をさせて

頂きます。

)

自助 災害に備え１人１日３リットル、

最低３日分で９リットル以上の飲料水

備蓄をお願いしています。
（１日に必要とする飲料水の量の目安は、３リットル程度）

●地域防災拠点における耐震給水栓の活用

配水管から屋外水飲み場までを耐震化した施設で、災害

用地下給水タンク等の応急給水施設が設置されていない

地域防災拠点を対象に整備しています。発災後、特別な作

業をすることなく、市民の皆さまは普段と同様に屋外水の

み場（耐震給水栓）から飲料水を確保することができます。

・30カ所設置済み(令和５年３月現在）（令和５年度までに市

内全48カ所設置予定） ▲ 地域防災拠点に設置された耐震給水栓

看板
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港北区災害ボランティア連絡会はなにをするのか 

私たちは次のような日常活動と、災害時に備えた訓練や準備を行っています。 

１、日常活動 

防災意識向上のため 

２、災害時の活動は 

①災害ボランティアセンター運営

②避難所運営支援

③在宅避難者支援

＊定例会は毎月第３水曜日午前１０時から区社協 3 階で開催 

定例会傍聴参加歓迎です。 

会員常時募集中です。ご連絡いただきますようお願いいたします。 

・ニュース発行

・HP や FB での情報発信

・町内会等での講演

・災害食研究

・全国の災害ボランティアと連携―フェースブックで即時配信

など

・区、区社協と協同で運営

・「すべては被災者のために」

「最後の一人まで」

・全国の経験ある災害ボランティア団体との連携

・炊き出し

・物資配給

・衛生維持

など

・状況把握

・物資や情報の提供

など

拠点連絡協議会総会資料（１４） 

令 和 ５ 年 ６ 月 １ 日 

災 害 ボ ラ ン テ ィ ア 連 絡 会 











  

地域防災拠点運営委員長 

災害用コミュニケーションボード等の再配布について（依頼） 

日頃から、災害時にも安心して生活ができるための支援、ご尽力いただきありがとうございます。 

災害時に障害者とのコミュニケーション等に役立てていただきたく、平成 20 年にコミュニケーショ

ンボード等のセットを配布しておりますが、備品台帳に入っていなかったため紛失等が発生してい

ることを考慮し、再配布を行います。

 災害用コミュニケーションボードは、横浜市内にある障害者団体や、親の会、障害者作業所や活

動ホームの連絡会、そして社会福祉協議会、横浜市役所関係部署で組織する「セイフティーネット

プロジェクト横浜」というグループで、企画し、作成したものです。 

〇配布数 １セット 

＜内容＞ 

・説明文書（趣旨書） １

・コミュニケーションボード ３

・啓発チラシ ３

・文字盤 ３

・バンダナ 緑色３ 黄色３

※クリアーボックス（A4 幅３センチ程度）に入れて配布します。

〇配布時期  ８～９月頃 

（総務局地域防災課が行う備蓄食料の更新に併せて配送させていただきます。） 

被災時には地域防災拠点において障害のある方も避難生活を送ることが想定されます。その際

に、拠点の関係者が少しでもスムーズにコミュニケーションができるよう、コミュニケーションボードを

配布しています。 

また、セイフティーネットプロジェクト横浜では出前講座を行っており、障害のある方への理解促

進や防災拠点で気にかけてほしい点等をお伝え可能です。 

港北区で実施予定の「防災キャラバン」にて横浜市社会福祉協議会・障害者支援センターによ

る講義やコミュニケーションボードの使用方法説明を行います。ご質問や不明点等ございましたら、

港北区防災担当までご連絡をお願いいたします。 

拠点連絡協議会総会資料（１５） 

令 和 ５ 年 ６ 月 １ 日 

横 浜 市 社 会 福 祉 協 議 会 

（担当） 

港北区総務課防災担当 

新井田
に い だ

、渡部
わたなべ

 

TEL 045-540-2206 FAX 045-540-2209 

MAIL ko-bousai@city.yokohama.jp 
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